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１
名 

  

７
月
２
３
日
に
新
宮
で
茂
原
先
生
と
の
会
食
が
あ
っ
た
の
で
、
翌
日
帰
り
道

に
前
鬼
に
回
っ
て
６
月
に
切
り
残
し
た
倒
木
の
処
理
を
行
っ
た
。 

 
 

 
 

 

小
仲
坊
に
到
着 

 
 
 

 
 

 

杭
を
デ
ポ 

 
 
 
 

 
 

閼
伽
坂
峠
先
で 

 

午
前
９
時
４
５
分
、
小
仲
坊
に
到
着
。
４
連
休
な
の
で
車
も
多
数
停
ま
っ
て

い
た
。
五
鬼
助
さ
ん
に
挨
拶
し
て
三
重
の
滝
靡
看
板
の
杭
を
デ
ポ
さ
せ
て
頂
く
。 

倒
木
現
場
ま
で
は
一
時
間
弱
な
の
で
、
隣
地
の
森
本
坊
跡
の
石
垣
周
り
に
伸
び

出
し
て
い
る
ミ
ツ
マ
タ
の
枝
を
切
り
な
が
ら
閼
伽
坂
峠
を
目
指
す
。 

閼
伽
坂
峠
で
小
休
止
し
、
２
月
に
処
理
し
た
大
木
に
「
刈
峰
行
」
の
標
識
を
取

り
付
け
た
。 

 
 

 
 

 

倒
木
の
切
除
処
理 

１
１
時
半
前
に
倒
木
現
場
着
、
す
ぐ
に
谷
側
か
ら
切
断
を
始
め
た
。
山
側
の
根

ま
で
は
８
ｍ
程
あ
る
の
で
、
上
部
は
動
か
な
い
と
思
っ
た
が
、
谷
側
は
ど
ん
な

動
き
を
す
る
か
予
想
で
き
な
い
の
で
、
両
側
か
らⅤ

字
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
。 

１
５
分
程
作
業
し
、
１
２
時
前
だ
っ
た
の
で
昼
食
に
す
る
。 

食
後
作
業
再
開
、
約
２
分
で
谷
側
の
切
断
が
完
了
し
た
。
切
断
し
た
先
端
部
分

は
谷
下
に
１
ｍ
程
滑
り
落
ち
た
。
跳
ね
上
が
り
も
真
下
に
落
ち
る
事
も
無
か
っ

た
の
で
、
慎
重
に
切
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
直
線
に
切
る
だ
け
で
刃
が
挟
ま
る

こ
と
は
無
か
っ
た
の
で
、
１
０
分
位
は
時
間
短
縮
で
き
た
と
思
う
。
谷
側
の
切

断
が
終
わ
っ
た
の
で
山
側
の
切
断
を
始
め
る
。
５
分
程
で
約
半
分
が
切
れ
た
が
、

燃
料
切
れ
で
エ
ン
ジ
ン
ス
ト
ッ
プ
、
振
り
返
る
と
登
山
者
４
名
が
通
過
待
ち
を

し
て
い
た
。
「
燃
料
切
れ
な
の
で
」
と
通
過
を
促
す
。
垢
離
取
場
が
渡
れ
た
か

を
聞
く
と
、
普
通
に
通
過
で
き
た
と
答
え
が
あ
っ
た
。
４
名
を
見
送
り
燃
料
を



補
給
し
て
作
業
再
開
。
６
分
で
切
断
完
了
、
切
り
落
と
し
た
１
．
２
ｍ
の
幹
を

谷
側
に
転
が
し
て
倒
木
処
理
を
終
え
た
。
作
業
時
間
は
昼
食
を
は
さ
ん
で
５
５

分
だ
っ
た
。 

帰
路
、
斜
木
と
腐
倒
木
を
切
除
、
午
後
２
時
過
ぎ
小
仲
坊
に
戻
っ
た
。 

 
 

 
 

 

帰
路
に
２
本
を
切
除 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

閼
伽
坂
峠
で 

 

(

記
；
梶
野) 

行
動
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